
L. v. Beethoven 弦楽五重奏曲　ハ長調、作品29、第四楽章のソナタ形式と和声構造

小節 1 9 17 31 53 61 68 82 96 104 112 144 158 178 196 202 210 224 246 254 261 275 289 299 317 337

提示部（103小節、繰り返しあり） 展開部（80+18小節） 再現部（97小節） 結尾部（37+18小節）
（52小節） （51小節） 8小節 第1節(46小節) 第2節(20小節) 第3節(18小節, andante) 6小節 （44小節） （53小節） 第1節(18小節, andante) 第2節(20小節) 終結(17小節)

主楽節（30小節） 移行部(22小節) 副楽節(29小節) 終楽節(22小節) 導入 フガート、第1主題から展開 第一主題の一部展開 偽再現 主楽節（22小節） 移行部(22小節) 副楽節(29小節) 終楽節(24小節)

主音

A

D T1 保続音

G 継続 T3

C T1 保続音 T1 T1 T1 継続 T3 展開部の第3節を移調 T1

F T1 回帰 T1 保続音

B 回帰

Es

As T2 T2 T1

Des T2 T2 偽終止

凡例

長調

短調

和声的に安定していない移行部

長調の属和音を中心とする部分

短調の属和音を中心とする部分


